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落

穂

集
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作

 

大
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友
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十

二
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落

穂

集

解

題 䢣

徳

川

家

康

一

代

記

䢣 

落

穂

集

は

江

戸

時

代

中

期

に

大

道

寺

友

山

が

著

し

た

も

の

で

、

写

本

に 

よ

り

若

干

異

な

る

が

前

編

は

徳

川

家

康

の

一

代

記

で

十

五

巻

か

ら

な

り

、 

後

編

は

江

戸

幕

府

初

期

（

三

代

将

軍

家

光

の

時

代

迄

）

の

挿

話

十

巻

か

ら 

な

る

。

 
 

後

編

十

巻

は

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

大

船

庵

で

落

穂

集

追

加

と

し

て

翻

刻

及

び 

現

代

文

訳

を

既

に

発

表

し

た

が

、

此

度

徳

川

家

康

没

後

四

百

年

目

に

因

み 

前

篇

の

翻

刻

及

び

現

代

文

訳

を

試

み

た

。

 

前

編

は

徳

川

家

康

の

出

生

 

（

天

文

十

一

年

、1
5
4
3

年

）

か

ら

豊

臣

家

の

大

阪

城

落

城

（

慶

長

廿

年

、 

1
6
1
5

年

）

迄

年

代

順

に

家

康

の

行

跡

を

注

進

に

述

べ

ら

れ

て

い

る

。

 
 

 

写

本

は

国

立

公

文

書

館

に

数

種

類

あ

る

が

、

今

回

解

読

の

底

本

と

し

て

は 

早

稲

田

大

学

図

書

館

が

ネ

ッ

ト

公

開

す

る

天

保

年

間

の

写

本

を

使

用

さ

せ

て 

戴

い

た

。

 

見

開

き

五

百

ペ

ー

ジ

余

と

量

が

多

い

の

で

一

巻

づ

つ

翻

刻

、

 

平

成

二

十

七

年

三

月

よ

り

一

巻

宛

大

船

庵

に

翻

刻

及

び

現

代

文

訳

を

発

表

し

て

同

年

十

二

月

に

完

了

し

た

。 

 

第

一

巻

の

内

容

は

家

康

誕

生

か

ら

廿

六

䢣

廿

七

歳

迄

の

岡

崎

城

主

と

し

て

三

河

を

統

一

及

び

遠

江

国

へ

の

進

出

迄

。

 
 

原

文

に

は

サ

ブ

タ

イ

ト

ル

が

な

く

一

つ

書

き

で

あ

る

が

、

現

代

文

に

は

適

当

な

サ

ブ

タ

イ

ト

ル

を

付

け

て

目

次

と

し

た

。
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現

代

文

サ

ブ

タ

イ

ト

ル

は 

 
 
 

一

䢣

一

 
 

家

康

、

岡

崎

で

誕

生

後

、

尾

張

熱

田

に

幽

閉

 
 

（

０

䢣

七

歳

） 

 
 
 

一

䢣

二

 
 

駿

河

国

今

川

家

に

寄

寓

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

（

八

䦍

十

七

歳

） 

 
 
 

一

䢣

三

 

今

川

義

元

の

横

死

と

岡

崎

で

自

立 
 
 
 
 
 

（

十

七

䢣

-

八

歳

） 

 
 
 

一

䢣

四

 

織

田

信

長

と

和

睦

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（

十

八

䢣

廿

一

歳

） 

 
 
 

一

䢣

五

 

一

向

宗

を

鎮

圧

、

三

河

国

統

一

 
 
 
 
 
 
 

（

廿

一

䢣

五

歳

） 

 
 
 

一

䢣

六

 

遠

江

国

へ

進

出

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（

廿

五

䢣

六

歳

） 

  

時

は

足

利

幕

府

の

中

央

権

力

が

衰

え

、

各

地

方

の

守

護

大

名

に

代

わ

る

戦

国

大

名

が

輩

出

し

、

日

本

史

上

で

は 

所

謂

戦

国

時

代

と

呼

ば

れ

た

時

期

で

あ

る

。 

家

康

が

誕

生

し

た

三

河

国

（

愛

知

県

東

部

）

は

尾

張

国

（

愛

知

県

西

部

）

 

の

織

田

家

と

遠

江

国

（

静

岡

県

西

部

）

、

駿

河

国

（

静

岡

県

中

部

）

、

伊

豆

国

（

静

岡

県

東

部

）

を

支

配

す

る

今

川

家

 

の

争

奪

の

場

で

あ

り

更

に

今

川

家

の

東

に

は

相

模

国

（

神

奈

川

県

大

部

分

）

の

後

北

條

家

、

北

に

は

甲

斐

国

(

山

梨

県)
 

の

武

田

家

が

天

下

を

狙

い

、

夫

々

生

存

を

掛

け

た

領

国

拡

大

を

企

て

て

い

た

時

代

で

あ

る

。

 
 

 

そ

の

頃

の

城

は

天

守

閣

を

持

つ

近

世

の

城

と

は

イ

メ

ー

ジ

が

全

く

違

い

、

山

城

、

砦

、

要

塞

の

よ

う

な

も

の

だ

が 

現

在

の

一

市

町

村

に

相

当

す

る

地

域

に

五

䢣

十

城

位

あ

り

夫

々

に

城

主

が

い

た

。

 

家

康

が

天

下

を

取

る

と

厳

し

く

 

一

国

一

城

制

度

を

打

出

し

た

。

こ

れ

は

若

い

頃

城

の

取

合

い

に

明

け

暮

れ

た

経

験

か

ら

、

泰

平

の

時

代

を

作

る

た

め

に

 

は

戦

の

よ

り

所

と

な

る

城

を

な

く

す

べ

き

と

考

え

た

か

ら

に

違

い

無

い

。 
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落

穂

集

第

二

巻

現

代

文

目

次 

 

第

二

巻

は

織

田

信

長

の

支

援

の

下

で

遠

江

、

駿

河

を

今

川

家

に

代

り

支

配

す

る

武

田

家

と

の

戦

い

が

中

心

と

な

る

。

 
 
 
 
 
 
 

二

䢣

一

 

金

ヶ

崎

の

撤

退

と

姉

川

の

戦

い 
 
 
 
 
 
(

廿

七

歳

)
 

二

䢣

二

 

武

田

家

と

衝

突

 

三

方

ケ

原

敗

戦

 
 
 
 
 
(

廿

九

歳

)
 

 
 
 
 

二

䢣

三

 

長

篠

の

戦

い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

三

二

歳

)
 

 
 
 
 

二

䢣

四

 

武

田

方

長

篠

余

話 

二

䢣

五

 

武

田

家

の

遠

江

諸

城

攻

略 
 
 
 
 
 
 

（

三

二

䢣

四

歳

）

 
 

二

䢣

六

 

嫡

子

信

康

の

自

害 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（

三

六

歳

）

 

二

䢣

七

 

武

田

家

の

駿

河

諸

城

攻

略 
 
 
 
 
 
 

（

三

七

䢣

八

歳

） 

 

落

穂

集

第

三

巻

現

代

文

 

第

三

巻

は

武

田

家

が

滅

亡

す

る

が

織

田

信

長

の

横

死

で

旧

武

田

領

の

甲

信

２

国

を

め

ぐ

る

争

い

に

な

り

家

康

が 

勝

、

一

方

織

田

政

権

の

継

承

は

羽

柴

秀

吉

が

掌

握

す

る

が

、

信

長

二

男

信

雄

の

要

請

で

秀

吉

と

対

峙

し

一

戦

後 

和

睦

が

成

立

す

る

。

 

三

䢣

一

 
 

武

田

家

滅

亡

と

本

能

寺

の

変

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（

三

九

歳

） 

三

䢣

二

 
 

甲

斐

他

旧

武

田

領

の

争

奪

、

北

条

家

と

和

睦

 
 
 

（

四

十

歳

） 

三

䢣

三

 
 

秀

吉

と

対

立

、

小

牧

・

長

久

手

の

戦

い

 
 
 
 
 

（

四

一

歳

） 

三

䢣

四

 

長

久

手

戦

余

話 
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三

䢣

五

 

秀

吉

と

和

睦

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（

四

一

䢣

二

歳

） 

 

落

穂

集

第

四

巻

現

代

文

 
 
 
 

 

第

四

巻

は

秀

吉

が

天

下

統

一

を

達

成

す

る

に

は

家

康

を

味

方

に

つ

け

る

事

が

必

要

と

考

え

、

種

々

工

作

し

家

康

も 

終

に

豊

臣

政

権

の

与

党

と

な

る

。

 

そ

の

後

、

反

秀

吉

と

し

て

最

後

に

残

っ

た

大

大

名

の

北

条

家

の

追

討

が

始

ま

る

。

 

 
 
 
 

四

䢣

一

 

秀

吉

妹

朝

日

と

の

婚

儀

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

四

二

歳

） 

 
 
 
 

四

䢣

二

 

秀

吉

政

権

の

与

党

と

な

る 

四

䢣

三

 

秀

吉

の

天

下

統

一

推

進

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(

四

四

䢣

四

六

歳

)
 

 
 
 
 

四

䢣

四

 

北

条

家

追

討

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

四

七

歳

)
 

 
 
 
 

四

䢣

五

 

関

東

各

地

の

城

攻

略 
 

 

落

穂

集

第

五

巻

現

代

文

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第

五

巻

で

は

小

田

原

の

北

条

家

が

滅

亡

し

、

大

名

の

大

幅

な

国

替

が

あ

り

家

康

は

是

迄

の

三

河

、

遠

江

、

駿

河

、 

甲

斐

、

信

濃

の

五

ヶ

国

か

ら

北

条

家

の

跡

地

関

東

へ

国

替

と

な

り

江

戸

を

居

城

と

定

め

る

。

 

豊

臣

政

権

は

最

後

に

 

残

っ

た

伊

達

政

宗

が

跋

扈

す

る

奥

州

の

整

理

を

す

る

。 

 
 
 
 

五

䢣

一

 

小

田

原

落

城

と

徳

川

家

関

東

入

国

 
 
 
 
 
 
 

（

四

七

歳

） 
 
 
 
 

五

䢣

二

 

小

田

原

陣

と

関

東

入

国

余

話 

五

䢣

三

 

豊

臣

政

権

の

奥

州

政

策
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五

䢣

四

 

宇

都

宮

陣

余

話

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

五

䢣

五

 

国

替

と

関

東

経

営 

 
 
 
 

五

䢣

六

 

奥

州

経

営

と

一

揆

勃

発 

 

落

穂

集

第

六

巻

現

代

文

 
 

 

第

六

巻

で

は

奥

州

の

一

揆

も

収

束

し

全

国

が

平

定

さ

れ

る

と

秀

吉

は

関

白

職

を

甥

の

秀

次

に

譲

り

、

自

ら

は

太

閤 

と

号

し

て

朝

鮮

（

明

国

）

へ

の

進

攻

を

開

始

す

る

。

 

そ

の

間

秀

頼

が

誕

生

す

る

と

間

も

な

く

関

白

秀

次

を

謀

叛

の 

罪

で

切

腹

さ

せ

る

が

、

秀

吉

自

身

も

病

と

な

り

伏

見

城

で

死

去

す

る

。 

遺

言

で

朝

鮮

か

ら

の

撤

退

及

び

秀

頼

が 

成

長

す

る

迄

の

国

政

を

家

康

始

め

と

す

る

五

大

老

、

五

奉

行

に

委

任

す

る

。 

 
 
 
 

六

䢣

一

 

豊

臣

政

権

の

奥

州

一

揆

処

理

 
 
 
 
 
 
 
 

（

四

八

歳

）

 
 
 
 

 
 
 
 

六

䢣

二

 

秀

吉

の

朝

鮮

進

攻

（

文

禄

の

役

）

 
 
 
 
 
 

（

四

八

䢣

五

十

歳

） 

 
 
 
 

六

䢣

三

 

名

護

屋

在

陣

余

話 

六

䢣

四

 

関

白

秀

次

の

謀

叛

容

疑

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（

五

一

歳

） 

 
 
 
 

六

䢣

五

 

再

び

朝

鮮

進

攻

（

慶

長

の

役

） 
 
 
 
 
 
 

（

五

三

䢣

四

歳

）

 

 
 
 
 
 

六

ー

六 

蒲

生

家

の

所

替

と

そ

の

余

話 

 
 
 
 

六

䢣

七

 

太

閤

秀

吉

の

死

去

と

朝

鮮

か

ら

の

撤

兵

 
 
 
 

（

五

五

歳

） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

落

穂

集

第

七

巻

現

代

文
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第

七

巻

で

は

秀

吉

の

遺

訓

で

幼

君

秀

頼

を

擁

し

た

五

大

老

、

五

奉

行

の

体

制

が

始

ま

る

が

、

幼

君

名

代

の 

家

康

（

内

府

＝

内

大

臣

）

と

外

の

大

老

、

奉

行

と

の

確

執

を

抱

え

な

が

ら

の

不

安

定

な

豊

臣

政

権

が

走

り

始

め

る

。 

 
 
 
 

七

䢣

一

 

家

康

対

四

大

老

五

奉

行

の

確

執 
 
 
 
 
 
 
 

（

五

六

歳

）

 
 
 
 

 
 
 
 

七

䢣

二

 

前

田

利

家

と

の

関

係

修

復 

 
 
 
 

七

䢣

三

 

石

田

三

成

と

七

人

の

外

様

大

名

の

喧

嘩

 

 
 
 
 

七

䢣

四

 

石

田

三

成

の

佐

和

山

蟄

居 

 
 
 
 

七

䢣

五

 

伏

見

向

島

か

ら

伏

見

城

へ

引

越

し

 

 
 
 

落

穂

集

第

八

巻

現

代

文

 

 

第

八

巻

で

は

豊

臣

内

閣

の

中

で

家

康

が

幼

君

名

代

と

し

て

次

第

に

政

治

力

を

強

め

て

行

き

、

政

治

拠

点

も 

大

阪

城

に

移

す

。 

大

名

統

制

の

為

に

人

質

政

策

等

将

来

の

幕

府

政

治

の

萌

芽

が

見

ら

れ

、

反

徳

川

勢

力

と

の

 

関

ヶ

原

の

決

戦

も

近

づ

い

て

く

る

。 

 
 
 
 

八

䢣

一

 

内

府

家

康

の

政

務

始

動

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（

五

六

歳

） 

 
 
 
 
 

八

䢣

二

 

家

康

暗

殺

計

画

の

風

聞

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

八

䢣

三

 

伏

見

城

か

ら

大

阪

城

へ 

 
 
 
 

八

䢣

四

 

前

田

家

の

苦

難

 

 
 
 
 

八

䢣

五

 

束

の

間

の

平

和

 

 
 
 
 

八

䢣

六

 

宇

喜

田

家

の

内

紛 
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落

穂

集

第

九

巻

現

代

文

 

 

第

九

巻

は

慶

長

五

年

（

1
6
0
0

年

）

春

に

な

っ

て

も

上

洛

し

な

い

上

杉

景

勝

の

謀

反

容

疑

が

固

ま

っ

た

と

 

云

う

事

で

家

康

は

政

権

代

表

と

し

て

諸

大

名

を

率

い

て

会

津

討

伐

に

出

陣

す

る

。 

そ

の

留

守

に

石

田

三

成

を

中

心

 

と

す

る

反

家

康

勢

力

が

大

坂

に

結

集

す

る

。

 

下

野

国

小

山

の

本

陣

で

は

上

方

の

謀

反

が

明

ら

か

に

な

り

随

行

諸

大

名

 

と

会

議

を

開

き

、

会

津

討

伐

を

中

止

し

て

上

方

に

攻

上

る

事

が

決

ま

り

東

西

対

決

の

様

相

が

明

確

に

な

る

。

 
 

反

対

勢

力

は

家

康

の

政

務

所

だ

っ

た

大

坂

城

西

の

丸

を

接

収

し

、

次

に

家

康

預

か

り

の

伏

見

城

攻

略

を

目

ざ

す

。 

 
 
 
 

九

䢣

一

 

上

杉

景

勝

の

反

逆

容

疑

と

会

津

進

発

 
 
 
 
 

（

五

七

歳

）

 

 
 
 
 
 

九

䢣

二

 

上

方

反

徒

蜂

起

と

小

山

会

議

開

催

 

九

䢣

三

 

東

西

決

戦

に

向

け

武

将

達

の

去

就

 
 

九

䢣

四

 

大

谷

吉

継

の

義

理

と

友

情 

 
 
 
 
 

九

䢣

五

 

上

方

反

徒

大

坂

に

集

結 

 
 
 
 
 

九

䢣

六

 

敵

地

に

孤

立

し

た

伏

見

城 

 

落

穂

集

第

十

巻

現

代

文

 

 

第

十

巻

は

慶

長

五

年

（

1
6
0
0

年

）

七

月

上

方

反

徒

の

大

軍

に

攻

め

ら

れ

た

伏

見

城

が

陥

落

し

、

家

康

譜

代

の

 

留

守

居

四

人

全

員

が

討

死

す

る

。

 

関

東

方

は

福

島

政

則

、

池

田

輝

政

を

中

心

に

反

徒

側

の

岐

阜

城

を

八

月

廿

三

日

 

一

日

で

攻

落

す

。 

こ

れ

を

契

機

に

家

康

は

江

戸

を

出

陣

し

て

上

方

に

向

か

い

、

九

月

十

四

日

に

大

垣

赤

坂

の

本

陣

に
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入

り

、

翌

日

九

月

十

五

日

に

関

ヶ

原

の

合

戦

と

な

る

。

 

一

方

秀

忠

は

宇

都

宮

か

ら

直

接

信

州

上

田

の

真

田

安

房

守 

父

子

を

攻

め

る

が

時

を

費

や

し

て

結

局

関

ヶ

原

合

戦

に

間

に

合

わ

な

い

事

に

な

っ

た

。

 

 
 
 
 

十

䢣

一

 

伏

見

城

の

戦

い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（

五

七

歳

）

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

十

䢣

二

 

織

田

秀

信

の

不

了

簡 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

十

䢣

三

 

岐

阜

城

の

戦

い

 

十

䢣

四

 

上

田

城

攻

め

 

 
 
 
 

十

䢣

五

 

大

垣

杭

瀬

川

の

戦

い 

 
 
 
 

十

䢣

六

 

関

ヶ

原

へ

 

 

落

穂

集

第

十

一

巻

現

代

文 

 

第

十

一

巻

は

本

書

の

最

大

の

山

場

で

あ

る

慶

長

五

年

（1
6
0
0

年

）

九

月

十

五

日

の

関

ヶ

原

合

戦

で

あ

る

。

 

西

軍

側

の

毛

利

家

の

中

立

不

戦

、

小

早

川

秀

秋

の

裏

切

り

な

ど

も

あ

り

、

朝

十

時

か

ら

始

ま

っ

た

合

戦

は

午

後

二

時

頃

 

に

は

東

軍

の

勝

利

と

な

っ

た

。

 

東

西

二

十

万

人

が

参

加

し

た

関

ヶ

原

合

戦

は

僅

か

六

時

間

程

度

で

終

了

す

る

。

 

勝

利

し

た

家

康

は

戦

後

策

に

手

を

打

ち

始

め

る

。

 

 
 
 
 

十

一

䢣

一

 

毛

利

家

、

小

早

川

家

の

翻

意

 
 
 
 
 

（

五

七

歳

）

 
 

十

一

䢣

二

 

関

ヶ

原

合

戦

前

夜

 

十

一

䢣

三

 

合

戦

開

始

朝 

 
 
 
 
 

十

一

䢣

四

 

合

戦

諸

将

の

人

間

模

様
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十

一

䢣

五

 

合

戦

終

わ

っ

て 

 
 
 
 

十

一

䢣

六

 

佐

和

山

城

攻

め 

 

落

穂

集

第

十

二

巻

現

代

文 

 

第

十

二

巻

は

戦

後

の

処

理

及

び

関

ヶ

原

勝

利

に

よ

り

豊

臣

政

権

の

五

奉

行

五

大

老

は

消

滅

し

、

実

質

的

に

は 

徳

川

政

治

と

な

る

が

、

家

康

は

豊

臣

秀

頼

の

名

代

と

言

う

曖

昧

さ

も

残

る

。 

そ

こ

で

征

夷

大

将

軍

と

な

り

幕

府

を

 

開

き

、

そ

れ

を

次

代

に

継

い

で

行

く

と

い

う

家

康

の

長

期

戦

略

が

見

え

る

。 
 

 
 
 
 

十

二

䢣

一

 

秀

忠

の

合

流

と

北

陸

の

戦

後

処

理

 
 
 
 
(

五

七

歳

)
 

十

二

䢣

二

 

家

康

大

坂

に

入

城

 

十

二

䢣

三

 

家

康

の

論

功

褒

賞

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

五

八

歳

)
 

十

二

䢣

四

 

東

北

地

方

の

東

西

対

決

 
 

 
 
 
 
 

十

二

䢣

五

 

浮

田

秀

家

の

其

後 

 
 
 
 

十

二

䢣

六

 

家

康

征

夷

大

将

軍

を

拝

命

 
 
 
 
 
 
 
(

六

十

歳

)
 

 
 
 
 

十

二

䢣

七

 

徳

川

家

の

隆

盛

と

世

代

交

代

 
 
 
 
 
 
(

六

二

䢣

六

歳

)
 

 

落

穂

集

第

十

三

巻

現

代

文 

 

第

十

三

巻

は

家

康

の

大

御

所

政

治

が

始

ま

る

が

、

秀

頼

が

成

長

す

る

に

随

い

豊

臣

家

の

存

在

が

徳

川

家

に

と

り 

悩

ま

し

い

も

の

に

成

っ

て

ゆ

く

。

 

そ

こ

で

豊

臣

家

で

再

興

し

た

大

仏

殿

の

鐘

銘

の

事

か

ら

、

次

第

に

豊

臣

方

に
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圧

迫

を

加

え

て

暴

発

を

誘

う

様

な

様

子

が

見

え

る

。

 

秀

頼

の

家

老

で

あ

る

片

桐

市

正

は

和

平

派

で

苦

心

す

る

が

、 

結

局

豊

臣

家

内

部

で

失

脚

し

第

一

次

大

坂

戦

争

（

大

坂

冬

の

陣

）

に

向

か

う

。

 
 

 
 
 
 

十

三

䢣

一

 

大

御

所

駿

府

に

て

政

治

を

取

 
 
 
 
 
 
 
(

六

七

歳

)
 
 
 
 

十

三

䢣

二

 

国

家

安

康

鐘

銘

事

件

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

七

十

歳

)
 

十

三

䢣

三

 

片

桐

市

正

の

苦

心

 

 
 
 
 

十

三

䢣

四

 

和

平

派

片

桐

の

失

脚

 

 
 
 
 

十

三

䢣

五

 

大

坂

冬

の

陣

臨

戦

態

勢

 

 
 
 
 

十

三

䢣

六

 

第

一

次

大

坂

戦

争

始

ま

る

 

 

落

穂

集

第

十

四

巻

現

代

文 

 

第

十

四

巻

は

大

御

所

家

康

、

将

軍

秀

忠

共

に

大

坂

に

陣

を

移

し

大

坂

城

攻

撃

が

始

ま

る

。

 

堅

固

な

大

坂

城

に

 

攻

込

む

事

は

難

し

い

が

、

周

囲

か

ら

の

絶

え

間

な

い

砲

撃

と

一

斉

銃

撃

に

悩

ま

さ

れ

た

強

硬

派

の

淀

も

和

睦

に

動

く

。

 
 

徳

川

方

も

和

睦

を

勧

め

条

件

等

が

提

示

さ

れ

和

睦

が

成

立

す

る

。 

和

睦

条

件

で

大

坂

城

の

外

回

り

総

堀

埋

め

立

て

と

 

二

の

丸

及

び

三

の

丸

の

塀

を

取

り

壊

す

事

だ

っ

た

が

、

幕

府

側

は

総

堀

だ

け

で

な

く

二

の

丸

、

三

の

丸

の

堀

迄

埋

め

て

 

し

ま

う

。

そ

こ

で

豊

臣

方

は

再

び

戦

争

準

備

を

進

め

慶

長

廿

年

の

夏

の

陣

に

向

か

う

。

大

坂

勢

は

初

戦

で

郡

山

城

を 

占

拠

す

る

が

樫

井

（

泉

佐

野

）

で

紀

州

勢

に

敗

れ

る

 

 
 
 
 

十

四

䢣

一

 

大

御

所

、

将

軍

大

坂

に

出

陣

 
 
 
 
 
 
 
(

七

一

歳

)
 
 
 
 
 

 
 
 
 

十

四

䢣

二

 

今

福

、

鴫

野

の

戦

い
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十

四

䢣

三

 

大

坂

城

攻

撃

始

ま

る

 

十

四

䢣

五

 

和

談

の

動

き 

十

四

䢣

五

 

大

坂

城

総

堀

埋

め

立

て

 

 
 
 
 
 

十

四

䢣

六

 

大

坂

夏

の

陣

の

足

音

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

七

二

歳

)
 

 
 
 
 

十

四

䢣

七
 

樫

井

の

戦

い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

落

穂

集

第

十

五

巻

（

完

）

現

代

文 

 

第

十

五

巻

は

最

終

巻

で

あ

る

。

 

慶

長

廿

（1
6
1
5

）

年

五

月

五

日

大

御

所

家

康

、

将

軍

秀

忠

は

夫

々

京

都

二

条

城

、

 

伏

見

城

を

出

発

、

幕

府

軍

を

率

い

大

和

路

を

経

由

し

て

大

坂

城

の

南

か

ら

進

撃

す

る

。

 

一

方

大

坂

方

は

城

外

へ

 

出

て

対

陣

し

、

五

月

六

日

に

は

道

明

寺

及

び

八

尾

・

若

江

で

合

戦

が

あ

り

大

坂

方

の

著

名

な

武

将

達

が

討

死

す

る

。 

五

月

七

日

に

は

天

王

寺

付

近

と

岡

山

付

近

で

最

後

の

決

戦

が

あ

り

真

田

幸

村

も

討

死

し

大

坂

方

の

敗

北

が

決

ま

る

。 

城

内

で

は

謀

反

人

に

よ

る

台

所

の

放

火

で

本

丸

全

体

に

火

が

広

が

る

中

で

城

に

引

揚

げ

た

武

将

達

が

自

害

、

千

姫

が 

秀

頼

助

命

の

為

出

城

す

る

が

色

々

行

違

い

も

あ

り

五

月

八

日

の

朝

に

は

秀

頼

、

淀

も

自

害

し

豊

臣

家

は

完

全

に 

亡

び

る

。 

其

年

の

七

月

、

元

号

も

慶

長

か

ら

元

和

と

替

わ

り

、

長

い

戦

国

時

代

も

漸

く

終

わ

り

天

下

泰

平

の

時

代

と

な

る

。 

 
 
 
 

十

五

䢣

一

 

道

明

寺

の

戦

い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

七

二

歳

)
 
 

 
 
 
 

十

五

䢣

二

 

八

尾

・

若

江

の

戦

い

 

 
 
 
 

十

五

䢣

三

 

最

後

の

決

戦

前

夜

と

翌

朝
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十

五

䢣

四

 

天

王

寺

・

岡

山

の

決

戦

 

 
 
 
 

十

五

䢣

五

 

大

坂

城

炎

上

と

千

姫

の

出

城

 

 
 
 
 

十

五

䢣

六

 

豊

臣

家

の

滅

亡 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あ

と

が

き 

今

回

の

落

穂

集

は

江

戸

中

期

の

大

道

寺

友

山

著

作

の

中

で

最

も

長

編

、

且

代

表

作

で

あ

り

取

組

み

に

多

少

躊

躇

も 

あ

っ

た

。

特

に

こ

の

落

穂

集

前

編

の

活

字

化

の

記

録

は

見

当

た

ら

ず

勿

論

現

代

文

訳

は

な

い

。

 

今

年

は

退

職

後

 

古

文

書

の

勉

強

を

始

め

て

十

年

、

徳

川

家

康

没

後

四

百

年

の

節

目

で

あ

り

、

今

し

か

な

い

と

思

い

翻

刻

と

現

代

文 

合

わ

せ

て

五

十

万

字

に

挑

戦

し

た

次

第

で

あ

る

。

 

何

と

か

予

定

通

り

完

了

す

る

事

が

で

き

た

が

、

こ

の

間 

大

道

寺

友

山

縁

故

の

方

を

始

め

多

く

の

友

人

達

に

励

ま

さ

れ

た

事

を

改

め

て

感

謝

し

た

い

。

（

2
0
1
5
1
2
2
4

大

船

庵

） 

 
 

 


